
“日本一多様な幸せが実現できる団地“

をみんなで作る！

特定非営利活動法人団地ライフラボat茶山台



団体の事業概要

活動フィールド

□大阪府堺市南区／泉北ニュータウン

□公社茶山台団地（賃貸・集合住宅）

総戸数 28棟／908戸

空家数 60戸（93％の入居率）

内、50％近くが65歳以上の世帯

□1971年より入居開始

□駅から近い団地ではあるが、坂が多い

コミュニティナーシング

（地域の中で日常的に人々とつながり、

暮らしと健康に寄り添う地域看護の考え方）

ができるおせっかい人材（資格は不問）を

地域に増やす。



日本一多様な幸せが実現

できる団地づくりをめざす

私たちのビジョン

3

「ここに住み
続けたい！」
と願う住民さ
ん。
ご近所さんと
繋がり、地域
での取り組み
に参加し、楽
しく暮らす。

体調を崩す／
骨折するなど
をきっかけに
筋力や気力が
衰えると途端
に、フレイル
に陥り、家か
ら出にくくな
る。

福祉制度な
どのフォー
マルなサー
ビスを利用
する。
途端にご近
所さんとの
関係性が希
薄になる。

自宅でフォーマル
なサービスだけで
は限界がやってく
る。孤立する。
最期は、施設を選
び、「ここに住み
続けたい」と願う
住民さんの夢は叶
わない。

住民さんのウェルビーイングに寄り添う。

コミュニティ参加の仕組みを整える。

孤独を孤立を生み出さない

地域の声・困りごとをみんなの
アイデアで解決する関係づくり



コミュニティづくりが0から
1の状況ではない！

住民自らが立ち上がり、
住民が理事となって生まれた
住民主体のNPO法人

茶山台団地内では
多様なコミュニティがある（下記参照）

活動コミュニティ内連携の加速を促す

専門職の知見と住民の目線
両方がわかる住民
理事：本職は福祉職 

障害者施設の施設長
ケアマネ
建築士

今、地域に足りていないことを
補完する。取り組みを生み出す

やまわけ
キッチン
(2018年〜）

団体の強み、特徴

茶山台
としょかん
(2016年〜)

DIYのいえ
（2019年〜）







誰も取りこぼさない「

情報を届ける」ための

仕組みが構築された

「泉北ニュータウンの孤立と地域をつなぐ」
休眠預金事業を通して生まれた３つの成果

自治会と大阪府住宅供給公社

との連携を図ることで持続可

能な事業体制が構築された

住民の地域の困りごとが地

域に共有ができている仕組

みできたこと
1
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•茶山台ほけんしつーみんなの保健
室での取り組み
（2023年10月〜2025年2月末まで
のべ1,376人の人が来館／カルテ
124件）

•月1回実行会議にて、専門機関と
ケース会議（のべ33件）

•長年、住民の声が多かった買い物

や通院の移動支援に着手

•集会所の管理運営を行い、「働く

世代の居場所」づくりとコミュニ

ティビジネスの取り組み

•ローカルメディア「茶山台新聞」

•全戸ポスティングによる「ほけん

しつたよ゙り」の発行

•アウトリーチによる見守り活動



• 茶山台ほけんしつーみんなの保健室での取り組み
（2023年10月〜2025年2月末まで のべ1,376人の
人が来館）

• 月1回実行会議にて、専門機関とケース会議（のべ
33件）







• 長年、住民の声が多かった買い物や通院の移動

支援に着手

• 集会所の管理運営を行い、「働く世代の居場

所」づくりとコミュニティビジネスの取り組み

すでに立ち上がっていたちゃやま会議に参画。茶山台団地内
ですでに始まっていた活動の協議体に参画し、一緒にプラッ
トフォームの立ち上げを行い、茶山台団地構想を策定。ロ
ジックモデルも同時に策定を行った。
これを決めたことで、茶山台団地構想の目的や、地域力を高
めるための考え方、「自立した地域コミュニティ」の推進に
ついての考え方、などが明文化され、茶山台団地内のプレイ
ヤーや自治会や公社とも共有認識を持つことができ、それぞ
れの主体の行動指針が明確になった。また、特に焦点になっ
たのが「権限と財源の移譲」であり、「自立した地域コミュ
ニティ」を推進する土台ができた。
それに伴い、団地ライフラボat茶山台も、事業を生み出しや
すい環境が整い、理解と連携を図っている。



移動支援「ちゃやまっくる」

＝茶山台に来る。茶山台をクルクル。

現在の到達点

・グリーンスローモビリティは購入。

・部員は5名＋事務局1名の体制はできた。

・週1日、試運転を行い、住民へのニーズ調査を実

施している。

・住民さんのニーズ

・駅前までの乗り入れ

・通院

警察協議で、まだ駅前乗り入れの許可が降りてい

ない×

茶山台校区内をぐるぐる回ることからスタート。



７棟集会所リノベーション結果報告

5,194,150円
総勢229名＋５法人／団体の協力



•ローカルメディア「茶山台新聞」

•全戸ポスティングによる「ほけんしつだより」の発行

•アウトリーチによる見守り活動

茶山のひとが自ら、執筆する。

インタビューを受けて紹介してもらう。

などを通して、

「茶山台」のお節介な人を紹介していくページの充実

＝担い手の見える化と多角的に茶山台を紹介。

＋茶山台校区に特化したイベントページ等

＝回覧板代わりになるサイトをめざす



情報紙は、毎月1,100部発行

総戸数 28棟／908戸

＋7棟／100戸程度

に全戸配布している。

＊ポストの溜まり具合による確認

＊ポスティング中のご挨拶

アウトリーチにもなっている。



これからも新しい団地(公的賃貸住宅)の
自走型自治型モデル作りを

作っていきたいと考えています！

目の前にいる住民さんの

ウェルビーイングに
寄り添い、

必要なことは

コミュニティビジネス
として事業化、

深刻なケースは

見守りプランの作成を行い、
関係機関と連携をする。

茶山台団地から、

支え合い、助け合いと
新しい資金循環を

生み出したい！

終わりに
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